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潜在記憶と創造性

下條信輔

独創的発見や発明、またアーティストの創

造とは、与えられた経緯や文脈を超えて飛

び抜けてよく目的を達成していることを指

しますが、こういったものに対して誰もが

考えることは、「普通の人が思いつかないこ

とをなぜ才能がある人は思いつくのだろう。

独創性とか才能と言われているものの本質

とはなんだろう。どうすれば独創的な発見

ができるのだろう」といった疑問です。し

かしこれは簡単に解明できることではあり

ません。そこで、別の形の問いを立ててみ

ることにします。

「なぜ独創的発見は難しいのか？　（にもか

かわらず）一度発見されるとソレだと分か

るのか？　（一度発見されると）なぜ人々か

らも承認されるのか？」こちらの問いの答

えを求めることによって、独創性や創造性

がもうちょっとよく理解されるのではない

かと思うのです。

これは神経心理学者アントニオ・ダマジオ

による脳と記憶に関する回路図ですが、こ

れを見ると、新しい記憶を作ると言われて

いる海馬など記憶に関係する領野は感情を

司る情動領野と隣接、重なっていることが

分かります。このサーキットは大脳辺縁系

というような呼ばれ方もします。そしてこ

の情動というのは身体的でしばしば潜在的

なものなのであり、そんな領野が脳の中で

記憶と密接に繋がっているわけです。

ここで、「あらかじめ知らないなら、どうし

て発見できようか？　あらかじめ知ってい

たなら、どうして再発見する必要があろう

か？」というパラドキシカルな問いを立て

てみます。それを図示すると下記になります。

この図において「発見」とは、ある物事が世

の中の出来事の領域から知りうる範囲に移

動することを指すわけですが、このモデル

だと「知らなかったものが発見できた」とい

う発見の感じが説明できません。つまり、発

見したときにソレとすぐ分かるという要素

が説明できないのです。そこで次のモデル

を作ってみました。

再認感を表現するために心を２段階に分けて、

外側の領域は前意識つまり、無意識に知っ

ている領域、内側にはまさに知っている意

識の領域を設定しました。そして、発見の

プロセスを２段跳びで考えるわけです。つ

まり発見の前段階のどこかで発見のための

最大のヒントは無意識に知っている領域に

入っているのですが、でもそのときはソレ

とは気づかずにいて、あるときそれを再発

見するわけです。これで、「あ、これだ」と

いう再認感を説明することが出来るのです。

これをフォーマルな言い方をすると、「知は

透明ではない」となります。ここでいう透

明とは、「知りうることは完全に知っていて、

知りえないことは全く知らない」状態です。

しかし、人間の知は不透明さを持っている

のです。その不透明な部分が潜在記憶であり、

それがお話している再認感の元にもなって

いるわけです。

ではその潜在記憶がどこに存在するのかと

いう問題ですが、私は環境と脳の相互作用

の中にあると考えます。ここで認知心理学

でよく知られているデモンストレーション

をご覧ください。一種の間違い探しなので

すが、１ヶ所だけ違っている２枚のスライ

ドがチカチカと交互に映し出されます。ど

こが違うか探してみてください。非常に大

きな場所が違います。

違っているのは、翼の下のエンジンがなく

なっている部分なのですが、意外と気づか

ないものなんですね。これほどの大きな違

いに気づけないのはなぜか。それは、脳が

視野の事物のうち驚くほどわずかしか記憶

していないからなんですね。しかしわれわ

れは脳は大部分を記憶しているというイリ

ュージョンを抱きがちです。これについて

はいろいろな論争がありますが、私が好き

な解釈というのは、「環境世界が完璧なデー

タベースであって、脳と目が極めて素早い

読取装置であり、常にアクセスを繰り返し

ている」というものです。つまり脳という

のは環境から独立した知能システムではな

いという考え方です。

人々は記憶のかなりの部分を共有している。

それは環境世界を共有しているという意味

もあるし、人々の感覚運動系や注意の認知

メカニズムはそう違わないという意味もあ

るし、文化的な無意識も共有している。独

創的な発見を人々が認めるのには、こうい

った前提があるからだと私は思います。

つまり独創的な発見や表現は、ある程度暗

黙知の中に潜在的にあったのではないか、

そしてそれを意識できる知にあらためて曝

すことではないか、と考えることが出来る

わけです。こう考えると、独創的な発見に

伴うさまざまな特徴、再認感はもちろんの

こと、一見主題と関係ないところで突然や

ってくる印象があるとか、多くの場合最初

のヒントは周辺分野からやってくるといっ

た特徴が、腑に落ちるんじゃないかと思い

ます。

これらのことは、オセロのアナロジーが当

てはまるように思います。好手を打つと画

面全体が変わりますが、しらみつぶしの検

証はできない。しかし、一度好手が打たれ

れば、それが次のコンテキストになってゆ

くというわけです。ただし、われわれの取

り組んでいるオセロは画面全体を見渡すこ

とが出来ないんですね。そこが苦しいとこ

ろなわけです。そしてまた、自分自身も盤

面に含まれている点が問題をよりややこし

くしているのだと思います。


